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―
最
近
の
情
勢

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
も
、
感
染
症
の
症
例
が
相
次
い

で
い
る
状
況
を
受
け
、
本
町
で
は
、
２

月
３
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
へ
の
マ
ス
ク
及
び
消
毒

液
を
設
置
し
た
ほ
か
、
予
防
対
策
チ
ラ

シ
の
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

又
学
校
に
お
い
て
は
、
政
府
か
ら
の

全
国
一
斉
の
休
暇
要
請
を
受
け
、
奥
出

雲
町
に
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
の
命
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
※
全
て
の
小
中

学
校
を
３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
の

期
間
、
臨
時
休
校
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
島
根

県
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、
積
極
的
な

情
報
収
集
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
に
正

確
な
情
報
を
適
切
な
時
期
に
発
信
し
て

参
り
ま
す
。

※
そ
の
後
の
状
況
に
よ
り
、
３
月
16
日

か
ら
小
中
学
校
が
再
開
し
ま
し
た
。

―
予
算
の
概
要

　

令
和
２
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
地
方
創
生
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
策
定
し
た
「
奥
出
雲

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
本
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
見
直
し
を
行
っ
た
上

で
１
年
延
長
し
、
令
和
２
年
度
に
「
奥

出
雲
町
総
合
計
画
」
と
整
合
性
を
図
り
、

２
つ
の
計
画
を
合
わ
せ
て
策
定
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
奥
出
雲
町
総

合
計
画
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
念

頭
に
お
き
編
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
内
出
生
数
は
、
90
万
人
を

下
回
る
な
ど
、
少
子
化
、
人
口
減
少
が

進
展
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
町
で
は
、

若
者
や
女
性
の
町
外
へ
の
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
様
々
な
分
野
に
お
い

て
担
い
手
不
足
な
ど
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

環
境
整
備
や
雇
用
の
場
の
創
出
、
住
み

や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
「
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
」
の
推
進
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
な
ど
の
定
住
対
策
等
、
人
口

減
少
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
て
参
り
ま

す
。 

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
生
活

基
盤
の
整
備
の
ほ
か
、
農
業
振
興
、
医

療
・
福
祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
に
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
予
算
の
総
額
は
１
３
５
億
４
千
万

円
で
、
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
比
較

し
て
６
億
４
千
万
円 

４
．
５
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
小
中
学

校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
小
中
学

校
校
内
通
信
設
備
整
備
事
業
に
１
億
１

千
９
百
万
円
、
奥
出
雲
病
院
へ
の
負
担

金
に
１
億
９
千
２
百
万
円
な
ど
の
増
額
、

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
関
係
経
費
２
千
９
百
万
円
、
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
経
費
３
千
万
円
な
ど

の
減
額
に
よ
り
総
額
で
１
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
、令
和
元
年
度
予
算
の
う
ち
新

た
に
小
中
学
校
校
内
通
信
設
備
整
備
事

業
、担
い
手
確
保
経
営
強
化
支
援
事
業

な
ど
７
事
業
、総
額
１
億
７
千
６
百
万
円

を
令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し
を
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
有
限

会
社
奥
出
雲
椎
茸
の
決
算
状
況
を
鑑
み
、

今
般
損
失
補
償
の
限
度
額
を
増
額
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
健
全
な
経
営
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、町

道
湯
ノ
原
線
、郡
三
成
線
、高
尾
線
、蔵

屋
福
頼
線
な
ど
10
路
線
に
つ
い
て
、引

き
続
き
改
良
整
備
の
進
捗
を
図
り
、川

東
雲
崎
線
、五
の
畑
線
外
１
路
線
に
つ
い

て
は
事
業
完
了
を
目
指
す
考
え
で
す
。 

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
要
害
山

線
、
金
原
線
、
亀
ヶ
市
線
の
３
路
線
の

測
量
設
計
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
こ

の
他
、
町
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
に

つ
い
て
も
、
国
の
防
災
・
安
全
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
、
法
定
点
検
調
査
や
補

修
及
び
改
修
事
業
を
年
次
計
画
で
進
め

て
参
り
ま
す
。 

　

県
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
の
早
期
完
成
や
新
規
事
業
の
導
入

に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
と
水
量
確
保
の
た
め
、
横
田
浄

水
場
の
改
良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
将
来
の

負
担
に
留
意
し
な
が
ら
、
順
次
施
設
の

更
新
・
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
20
基
計
画
し
て
い

る
ほ
か
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
機
能
保
全

対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
調
査
・

更
新
工
事
の
実
施
、
併
せ
て
横
田
公
共

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
統
合

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

 

―
地
域
振
興
・
定
住
対
策

　

地
域
振
興
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
深
刻
な
人
口
急
減
地
域
に
、

安
定
し
た
雇
用
の
機
会
を
も
た
ら
し
、

長
期
的
に
住
み
よ
い
地
方
へ
の
人
口
回

帰
を
推
し
進
め
る
た
め
、
「
地
域
人
口

の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本

町
で
も
「
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
づ
く
り
人
材

を
確
保
し
、
人
口
回
帰
の
動
き
が
起
こ

る
契
機
と
な
る
よ
う
、
ま
ず
は
調
査
事

業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

住
宅
整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

転
出
抑
制
と
転
入
促
進
を
図
る
た
め
、

特
に
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
住
宅

取
得
や
改
修
に
対
し
支
援
し
て
参
り
ま

す
。  

　

ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
セ

ン
タ
ー 

奥
サ
ポ
」
で
、
奥
出
雲
町
に

末
永
く
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支

援
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

―
医
療
介
護
・
福
祉 

  　

町
立
奥
出
雲
病
院
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
の
新
築
移
転
を
き
っ
か
け
に
、

町
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
地
域
医
療
の
提
供
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
、

医
師
不
足
の
影
響
に
よ
る
病
床
稼
働
率

の
減
少
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
平
均
在
院
日
数
が
延
び
、
診
療
報

酬
単
価
が
下
が
る
な
ど
奥
出
雲
病
院
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　

今
後
、
奥
出
雲
病
院
の
病
床
機
能
の

再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
経
営
改

善
と
医
師
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
奥
出
雲
老
人

保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
設
置

し
た
「
老
人
保
健
施
設
あ
り
方
検
討
会

議
」
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。 

　

介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
材
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

材
確
保
及
び
定
着
・
離
職
防
止
に
向
け

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

  ―
農
業
振
興

　

米
の
需
給
安
定
の
た
め
令
和
２
年
産

米
の
適
正
生
産
量
を
国
で
は
、
最
大
約

19
万
ト
ン
の
減
産
が
必
要
と
の
目
安
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
仁
多

米
」
の
作
付
け
推
進
と
転
作
田
の
活
用

を
合
わ
せ
た
水
田
活
用
と
産
地
化
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

　

特
産
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ソ
バ
」・

「
エ
ゴ
マ
」
を
引
き
続
き
推
進
し
、

各
生
産
組
織
へ
の
支
援
や
産
直
市
場
へ

の
安
定
的
な
供
給
を
目
指
す
た
め
、
生

産
者
の
拡
大
を
図
り
、
学
校
給
食
へ
の

地
元
野
菜
の
提
供
も
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
」
が
10
月
31
日
か
ら
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
９
月
の
県
最
終
選
抜
会
に

向
け
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
酪
農
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
酪
農
の
振
興
を

図
り
ま
す
。 

　

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
の
育
成
、
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
募

集
や
後
継
者
の
育
成
に
向
け
て
、
国
や

県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
受
け
入

れ
農
業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
棚
田
地
域
振
興
法
が

昨
年
制
定
さ
れ
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

第
５
期
対
策
が
始
ま
る
中
で
、
「
棚
田

活
動
加
算
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の

加
算
を
受
け
る
た
め
、
町
で
は
「
指
定

棚
田
地
域
振
興
協
議
会
（
仮
称
）
」
を

立
ち
上
げ
棚
田
地
域
の
指
定
・
活
動
計

画
の
認
定
に
向
け
農
業
者
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
「
世

界
農
業
遺
産
」
認
定
申
請
の
承
認
に
向

け
、
調
査
及
び
認
定
申
請
書
の
内
容
を

補
完
し
て
、
再
度
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
商
工
振
興

　

商
工
業
事
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
や
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
、
奥
出
雲
町
商
工
会
を
は
じ

め
事
業
者
の
皆
様
と
引
き
続
き
連
携
・

協
力
し
、
商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

　

起
業
創
業
に
つ
い
て
は
、
「
古
民
家

オ
フ
ィ
ス　

み
ら
い
と
奥
出
雲
」
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し

「
し
ご
と
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
配
置
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
起
業
・
創
業
の
た
め
の
レ
ン
タ
ル

オ
フ
ィ
ス
の
運
営
や
講
座
、
研
修
会
の

開
催
な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

―
観
光
振
興

　

本
町
の
魅
力
あ
る
自
然
・
歴
史
・
文

化
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
S
N
S
の

活
用
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。   

　

特
に
「
日
本
農
業
遺
産
」
へ
の
認
定

を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
農
泊
推
進
協

議
会
を
中
心
に
農
業
体
験
が
楽
し
め
る

ツ
ア
ー
の
提
供
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。  

 

亀
嵩
温
泉
、
斐
乃
上
温
泉
、
佐
白
温

泉
の
三
つ
の
温
泉
施
設
の
連
携
を
更
に

強
化
し
ま
す
。
特
に
斐
乃
上
温
泉
に
つ

い
て
は
美
肌
温
泉
と
し
て
の
効
能
を
活

用
し
た
商
品
開
発
に
着
手
し
、
亀
嵩
温

泉
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
玉
峰

山
遊
歩
道
の
散
策
の
た
め
の
ガ
イ
ド
育

成
な
ど
誘
客
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  ―
林
業
振
興

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森

林
整
備
に
お
い
て
直
面
す
る
様
々
な
課

題
に
対
し
て
自
治
体
が
適
切
な
対
応
を

行
え
る
よ
う
、
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 

　

二
年
目
は
、
モ
デ
ル
団
地
を
１
団
地

選
定
し
、
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
手
法
に
よ
る
施
業
管
理
を
試
行

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
交
付
額
が

当
初
計
画
よ
り
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ

る
森
林
資
源
デ
ー
タ
の
把
握
な
ど
、
ス

マ
ー
ト
林
業
の
実
施
に
も
早
期
着
手
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
末
で
進
捗
率
は
約
43
％
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
や
境
界
が
分
か
ら
な

い
山
林
が
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

事
業
の
進
捗
を
早
め
る
よ
う
最
新
技
術

を
活
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
た

め
、
４
月
よ
り
健
康
福
祉
課
内
に
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
相

談
、
妊
娠
時
及
び
出
産
時
の
相
談
や
訪

問
事
業
な
ど
に
加
え
、
産
婦
健
診
、
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
及
び
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。 

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
５
ヶ
年
間
を
実
施
期
間
と
し

た
「
奥
出
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
第
２
期
）
」
を
策
定
し
ま

し
た
。 

　

子
育
て
世
代
が
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
の
支
援
を
、
関
係
課
が
連
携
し

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
ご
要
望
が
多

か
っ
た
屋
内
型
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
鳥

上
幼
児
園
に
整
備
し
、
子
育
て
世
代
が

子
ど
も
と
触
れ
合
う
全
天
候
型
の
環
境

を
整
え
、
そ
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
て

参
り
ま
す
。

 

―
消
防
防
災

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
「
奥
出
雲
町
消

防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
へ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
団
員
定
数
の
削
減
の
ほ
か
、

幹
部
訓
練
や
夏
期
総
合
訓
練
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
、
団
員
の
負
担
軽
減
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

意
識
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
防
災
士
資
格
の
取
得
促
進
に
向
け

た
助
成
制
度
を
創
設
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
参
り
ま
す 

。

―
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
迫
り
、
11
名
の
横
田
高
校
出
身

の
選
手
が
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
を
目
指

し
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
剣

道
や
自
転
車
、
相
撲
、
ス
キ
ー
競
技
で

の
国
体
出
場
な
ど
、
奥
出
雲
町
関
係
者

の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
後
も
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
５
月
17
日
に
は
、
本
町

で
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

イ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
の
事
前
キ

ャ
ン
プ
招
致
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
が
、

国
際
大
会
の
開
催
日
程
な
ど
か
ら
実
施

が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
ツ
ア
ー
の
実

施
や
子
ど
も
達
を
中
心
と
し
た
交
流
な

ど
、
イ
ン
ド
と
の
交
流
活
動
を
引
き
続

き
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

  

一
方
で
、
日
本
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
代
表

チ
ー
ム
「
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
奥

出
雲
町
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
強
化

合
宿
実
施
に
向
け
調
整
し
て
お
り
、
期

間
中
に
は
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

交
流
の
機
会
も
設
け
る
計
画
で
す
。 

  

令
和
２
年  

町
長
施
政
方
針 

①

令
和
２
年  

町
長
施
政
方
針 

①

町長施政方針　2020

追谷集落の棚田追谷集落の棚田 まち・ひと・しごとセンター奥サポまち・ひと・しごとセンター奥サポ 町立奥出雲病院町立奥出雲病院

令
和
２
年
３
月
奥
出
雲
町
議
会
定
例
会
の
施
政
方
針
演
説
の
内
容
を

広
報
奥
出
雲
３
月
号
と
４
月
号
で
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

広報 奥出雲広報 奥出雲3
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―
最
近
の
情
勢

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
も
、
感
染
症
の
症
例
が
相
次
い

で
い
る
状
況
を
受
け
、
本
町
で
は
、
２

月
３
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
へ
の
マ
ス
ク
及
び
消
毒

液
を
設
置
し
た
ほ
か
、
予
防
対
策
チ
ラ

シ
の
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

又
学
校
に
お
い
て
は
、
政
府
か
ら
の

全
国
一
斉
の
休
暇
要
請
を
受
け
、
奥
出

雲
町
に
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
の
命
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
※
全
て
の
小
中

学
校
を
３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
の

期
間
、
臨
時
休
校
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
島
根

県
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、
積
極
的
な

情
報
収
集
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
に
正

確
な
情
報
を
適
切
な
時
期
に
発
信
し
て

参
り
ま
す
。

※
そ
の
後
の
状
況
に
よ
り
、
３
月
16
日

か
ら
小
中
学
校
が
再
開
し
ま
し
た
。

―
予
算
の
概
要

　

令
和
２
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
地
方
創
生
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
策
定
し
た
「
奥
出
雲

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
本
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
見
直
し
を
行
っ
た
上

で
１
年
延
長
し
、
令
和
２
年
度
に
「
奥

出
雲
町
総
合
計
画
」
と
整
合
性
を
図
り
、

２
つ
の
計
画
を
合
わ
せ
て
策
定
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
奥
出
雲
町
総

合
計
画
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
念

頭
に
お
き
編
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
内
出
生
数
は
、
90
万
人
を

下
回
る
な
ど
、
少
子
化
、
人
口
減
少
が

進
展
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
町
で
は
、

若
者
や
女
性
の
町
外
へ
の
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
様
々
な
分
野
に
お
い

て
担
い
手
不
足
な
ど
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

環
境
整
備
や
雇
用
の
場
の
創
出
、
住
み

や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
「
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
」
の
推
進
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
な
ど
の
定
住
対
策
等
、
人
口

減
少
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
て
参
り
ま

す
。 

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
生
活

基
盤
の
整
備
の
ほ
か
、
農
業
振
興
、
医

療
・
福
祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
に
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
予
算
の
総
額
は
１
３
５
億
４
千
万

円
で
、
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
比
較

し
て
６
億
４
千
万
円 

４
．
５
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
小
中
学

校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
小
中
学

校
校
内
通
信
設
備
整
備
事
業
に
１
億
１

千
９
百
万
円
、
奥
出
雲
病
院
へ
の
負
担

金
に
１
億
９
千
２
百
万
円
な
ど
の
増
額
、

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
関
係
経
費
２
千
９
百
万
円
、
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
経
費
３
千
万
円
な
ど

の
減
額
に
よ
り
総
額
で
１
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
、令
和
元
年
度
予
算
の
う
ち
新

た
に
小
中
学
校
校
内
通
信
設
備
整
備
事

業
、担
い
手
確
保
経
営
強
化
支
援
事
業

な
ど
７
事
業
、総
額
１
億
７
千
６
百
万
円

を
令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し
を
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
有
限

会
社
奥
出
雲
椎
茸
の
決
算
状
況
を
鑑
み
、

今
般
損
失
補
償
の
限
度
額
を
増
額
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
健
全
な
経
営
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、町

道
湯
ノ
原
線
、郡
三
成
線
、高
尾
線
、蔵

屋
福
頼
線
な
ど
10
路
線
に
つ
い
て
、引

き
続
き
改
良
整
備
の
進
捗
を
図
り
、川

東
雲
崎
線
、五
の
畑
線
外
１
路
線
に
つ
い

て
は
事
業
完
了
を
目
指
す
考
え
で
す
。 

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
要
害
山

線
、
金
原
線
、
亀
ヶ
市
線
の
３
路
線
の

測
量
設
計
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
こ

の
他
、
町
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
に

つ
い
て
も
、
国
の
防
災
・
安
全
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
、
法
定
点
検
調
査
や
補

修
及
び
改
修
事
業
を
年
次
計
画
で
進
め

て
参
り
ま
す
。 

　

県
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
の
早
期
完
成
や
新
規
事
業
の
導
入

に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
と
水
量
確
保
の
た
め
、
横
田
浄

水
場
の
改
良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
将
来
の

負
担
に
留
意
し
な
が
ら
、
順
次
施
設
の

更
新
・
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
20
基
計
画
し
て
い

る
ほ
か
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
機
能
保
全

対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
調
査
・

更
新
工
事
の
実
施
、
併
せ
て
横
田
公
共

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
統
合

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

 

―
地
域
振
興
・
定
住
対
策

　

地
域
振
興
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
深
刻
な
人
口
急
減
地
域
に
、

安
定
し
た
雇
用
の
機
会
を
も
た
ら
し
、

長
期
的
に
住
み
よ
い
地
方
へ
の
人
口
回

帰
を
推
し
進
め
る
た
め
、
「
地
域
人
口

の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本

町
で
も
「
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
づ
く
り
人
材

を
確
保
し
、
人
口
回
帰
の
動
き
が
起
こ

る
契
機
と
な
る
よ
う
、
ま
ず
は
調
査
事

業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

住
宅
整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

転
出
抑
制
と
転
入
促
進
を
図
る
た
め
、

特
に
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
住
宅

取
得
や
改
修
に
対
し
支
援
し
て
参
り
ま

す
。  

　

ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
セ

ン
タ
ー 

奥
サ
ポ
」
で
、
奥
出
雲
町
に

末
永
く
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支

援
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

―
医
療
介
護
・
福
祉 

  　

町
立
奥
出
雲
病
院
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
の
新
築
移
転
を
き
っ
か
け
に
、

町
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
地
域
医
療
の
提
供
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
、

医
師
不
足
の
影
響
に
よ
る
病
床
稼
働
率

の
減
少
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
平
均
在
院
日
数
が
延
び
、
診
療
報

酬
単
価
が
下
が
る
な
ど
奥
出
雲
病
院
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　

今
後
、
奥
出
雲
病
院
の
病
床
機
能
の

再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
経
営
改

善
と
医
師
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
奥
出
雲
老
人

保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
設
置

し
た
「
老
人
保
健
施
設
あ
り
方
検
討
会

議
」
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。 

　

介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
材
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

材
確
保
及
び
定
着
・
離
職
防
止
に
向
け

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

  ―
農
業
振
興

　

米
の
需
給
安
定
の
た
め
令
和
２
年
産

米
の
適
正
生
産
量
を
国
で
は
、
最
大
約

19
万
ト
ン
の
減
産
が
必
要
と
の
目
安
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
仁
多

米
」
の
作
付
け
推
進
と
転
作
田
の
活
用

を
合
わ
せ
た
水
田
活
用
と
産
地
化
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

　

特
産
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ソ
バ
」・

「
エ
ゴ
マ
」
を
引
き
続
き
推
進
し
、

各
生
産
組
織
へ
の
支
援
や
産
直
市
場
へ

の
安
定
的
な
供
給
を
目
指
す
た
め
、
生

産
者
の
拡
大
を
図
り
、
学
校
給
食
へ
の

地
元
野
菜
の
提
供
も
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
」
が
10
月
31
日
か
ら
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
９
月
の
県
最
終
選
抜
会
に

向
け
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
酪
農
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
酪
農
の
振
興
を

図
り
ま
す
。 

　

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
の
育
成
、
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
募

集
や
後
継
者
の
育
成
に
向
け
て
、
国
や

県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
受
け
入

れ
農
業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
棚
田
地
域
振
興
法
が

昨
年
制
定
さ
れ
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

第
５
期
対
策
が
始
ま
る
中
で
、
「
棚
田

活
動
加
算
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の

加
算
を
受
け
る
た
め
、
町
で
は
「
指
定

棚
田
地
域
振
興
協
議
会
（
仮
称
）
」
を

立
ち
上
げ
棚
田
地
域
の
指
定
・
活
動
計

画
の
認
定
に
向
け
農
業
者
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
「
世

界
農
業
遺
産
」
認
定
申
請
の
承
認
に
向

け
、
調
査
及
び
認
定
申
請
書
の
内
容
を

補
完
し
て
、
再
度
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
商
工
振
興

　

商
工
業
事
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
や
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
、
奥
出
雲
町
商
工
会
を
は
じ

め
事
業
者
の
皆
様
と
引
き
続
き
連
携
・

協
力
し
、
商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

　

起
業
創
業
に
つ
い
て
は
、
「
古
民
家

オ
フ
ィ
ス　

み
ら
い
と
奥
出
雲
」
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し

「
し
ご
と
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
配
置
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
起
業
・
創
業
の
た
め
の
レ
ン
タ
ル

オ
フ
ィ
ス
の
運
営
や
講
座
、
研
修
会
の

開
催
な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

―
観
光
振
興

　

本
町
の
魅
力
あ
る
自
然
・
歴
史
・
文

化
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
S
N
S
の

活
用
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。   

　

特
に
「
日
本
農
業
遺
産
」
へ
の
認
定

を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
農
泊
推
進
協

議
会
を
中
心
に
農
業
体
験
が
楽
し
め
る

ツ
ア
ー
の
提
供
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。  

 

亀
嵩
温
泉
、
斐
乃
上
温
泉
、
佐
白
温

泉
の
三
つ
の
温
泉
施
設
の
連
携
を
更
に

強
化
し
ま
す
。
特
に
斐
乃
上
温
泉
に
つ

い
て
は
美
肌
温
泉
と
し
て
の
効
能
を
活

用
し
た
商
品
開
発
に
着
手
し
、
亀
嵩
温

泉
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
玉
峰

山
遊
歩
道
の
散
策
の
た
め
の
ガ
イ
ド
育

成
な
ど
誘
客
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  ―
林
業
振
興

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森

林
整
備
に
お
い
て
直
面
す
る
様
々
な
課

題
に
対
し
て
自
治
体
が
適
切
な
対
応
を

行
え
る
よ
う
、
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 

　

二
年
目
は
、
モ
デ
ル
団
地
を
１
団
地

選
定
し
、
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
手
法
に
よ
る
施
業
管
理
を
試
行

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
交
付
額
が

当
初
計
画
よ
り
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ

る
森
林
資
源
デ
ー
タ
の
把
握
な
ど
、
ス

マ
ー
ト
林
業
の
実
施
に
も
早
期
着
手
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
末
で
進
捗
率
は
約
43
％
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
や
境
界
が
分
か
ら
な

い
山
林
が
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

事
業
の
進
捗
を
早
め
る
よ
う
最
新
技
術

を
活
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
た

め
、
４
月
よ
り
健
康
福
祉
課
内
に
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
相

談
、
妊
娠
時
及
び
出
産
時
の
相
談
や
訪

問
事
業
な
ど
に
加
え
、
産
婦
健
診
、
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
及
び
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。 
　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
５
ヶ
年
間
を
実
施
期
間
と
し

た
「
奥
出
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
第
２
期
）
」
を
策
定
し
ま

し
た
。 

　

子
育
て
世
代
が
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
の
支
援
を
、
関
係
課
が
連
携
し

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
ご
要
望
が
多

か
っ
た
屋
内
型
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
鳥

上
幼
児
園
に
整
備
し
、
子
育
て
世
代
が

子
ど
も
と
触
れ
合
う
全
天
候
型
の
環
境

を
整
え
、
そ
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
て

参
り
ま
す
。

 

―
消
防
防
災

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
「
奥
出
雲
町
消

防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
へ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
団
員
定
数
の
削
減
の
ほ
か
、

幹
部
訓
練
や
夏
期
総
合
訓
練
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
、
団
員
の
負
担
軽
減
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

意
識
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
防
災
士
資
格
の
取
得
促
進
に
向
け

た
助
成
制
度
を
創
設
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
参
り
ま
す 

。

―
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
迫
り
、
11
名
の
横
田
高
校
出
身

の
選
手
が
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
を
目
指

し
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
剣

道
や
自
転
車
、
相
撲
、
ス
キ
ー
競
技
で

の
国
体
出
場
な
ど
、
奥
出
雲
町
関
係
者

の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
後
も
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
５
月
17
日
に
は
、
本
町

で
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

イ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
の
事
前
キ

ャ
ン
プ
招
致
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
が
、

国
際
大
会
の
開
催
日
程
な
ど
か
ら
実
施

が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
ツ
ア
ー
の
実

施
や
子
ど
も
達
を
中
心
と
し
た
交
流
な

ど
、
イ
ン
ド
と
の
交
流
活
動
を
引
き
続

き
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

  
一
方
で
、
日
本
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
代
表

チ
ー
ム
「
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
奥

出
雲
町
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
強
化

合
宿
実
施
に
向
け
調
整
し
て
お
り
、
期

間
中
に
は
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

交
流
の
機
会
も
設
け
る
計
画
で
す
。 
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　2月12日、仁多特産市が生産履歴簿の提出を
義務化するなど、安心安全な農産物を届けること
に意欲的に取り組み、地域の活性化に努めたこと
を称え、雲南農業振興協議会から表彰状が贈ら
れました。生産履歴簿は、播種・定植・収穫の日
や、使用した肥料・堆肥と農薬の名前など野菜の
成長過程を細かく記録したものです。仁多特産市
の川西店長は「農産物を納める特産市出荷協議
会の皆さんに生産履歴簿の提供をご協力いただ
くことで、安心安全な野菜を自信を持ってお届け
できる」と話されました。

　東京２０２０オリンピック大会に向け、インドとの交流活動の一環として、インドの文化について知識、関心
を深めることを目的に、２月２７日は仁多地域、２月２８日は横田地域の小中学校を対象にカーナ・カザナの日
として学校給食でインド料理が提供されました。「カーナ・カザナ」とは、ヒンディー語で食事を通して宝を発
見するという意味を持ちます。
　この日のために、インド出身の国際交流員グルン・エナさんの
アドバイスのもと、町内の栄養士と調理師が「小中学生の口に
合うスパイスの量はどれくらいか？」と、馴染みの薄いスパイス
と格闘しながら事前調理を行い、カーナ・カザナの日の献立を
決めました。当日、エナさんは三成小学校を訪れ、スパイスクイ
ズを通して、インド料理に使用されるスパイスを紹介し、児童の
皆さんと給食を食べられました。児童の一人は「おいしかった
のは、ピラフとスープとお魚と・・・・全部！！」と話し、異国の味
と独特の香りを堪能しました。

仁多特産市　
雲南農業振興協議会から表彰状を授与

　2月6日、井上唐木株式会社の井上敬行さ
んが10年以上の実績が評価され、島根県優
秀技能者ふるさと伝統工芸品・特産品技能
者部門で県から島根県優秀専門技能者に認
定されました。明治40年に兵庫県で開業し
た井上唐木株式会社は、現在、原木・材料
販売、オリジナル製品製造、委託加工、修理
を行われています。平成5年には、父親であ
る昌一さんも同称号を得ておられ、この度、
敬行さんんも認定され、親子２代での快挙と
なりました。

井上唐木株式会社  井上敬行さん　
島根県優秀専門技能者に認定

国際交流員
グルン・エナさん

▲仁多特産市のスタッフの皆さんと
　特産市出荷協議会藤原会長（1列目左）

島
根
県
優
秀
専
門
技
能
者
に
認
定
さ
れ
た

井
上
敬
行
さ
ん

▲

▲インド料理を楽しむ児童の皆さん

▲子どもたちが食べたインド給食

「カーナ・カザナの日」学校給食でインド料理を提供

！！おめでとうございます！！

インド料理に使用するスパイスは、豊かな香りのほか、健康
への効果もあります。今回、給食で使用されたスパイスは・・・
　★クミンシード
　　鉄分の宝庫、風邪の治療、食欲増進や消化促進
　★ターメリック
　　胃痛と腸内ガスの緩和

いのうえたかゆき



広報 奥出雲 6広報 奥出雲7

　2月3日、役場仁多庁舎にて「地域づくりアクション発表会Ｒ２」が開催されました。小さな拠点づ
くりに取り組む6地区の皆さんが、アンケート等により見つけた課題を解決するために取り組んだ実
践活動や今後の取り組みについて発表がありました。６地区の発表の一部を発表順にご紹介します。

●子ども達のアイデアを地域づくりに取り入れるため、「いつか帰りたい！と
思える亀嵩にするには？」をテーマに亀嵩小学校６年生とワークショップを
開催。児童が「亀嵩、高田スタンプラリー」や「そば打ち体験」など７つを提
案。

今後の取り組み
  ・子どもたちと協働で夢を実現できる地域づくり
  ・安心安全で助け合い防災の地域づくり　 など

●地区の人々が集う場として平成29年3月に閉鎖した旧Ａコープ店で認
知症予防のための「健康マージャン」や健康増進のための「卓球」を開
催。
●地域資源活用のため郷土資料館のライトアップや八川小学校のイルミ
ネーションを実施。

今後の取り組み
  ・災害時の緊急連絡網づくり
  ・得意なことを活かして手助けし合う生活支援体制の整備　 など

●地域に対する思いを聞く「小さなカフェ」を5回開催。
●生活支援として4月から週1回「古民家オフィスみらいと奥出雲」で買い
物サロンを実施。
●空き家を利用し、餅つき体験の実施、地元の方が撮影した写真や作品
を展示した「空き家Ｒｅ活用三沢町まるごとふるさと美術館」を開催。

今後の取り組み
  ・避難訓練＋炊き出し訓練　
  ・野菜生産販売モデルの構築　 など

●温泉とサロンを合わせた「湯快ツアー＆サロン２」を斐乃上荘で実施。

今後の取り組み
  ・声を掛け合い、他世代との集いの輪を広げる　
  ・同世代の集いの場＝多様なチームづくり　 など

●地域資源を活用し、賑わい創出を目的に、昨年8月から3回、地元の野
菜、手作り惣菜やブリを販売する「あおぞら市」を開催。

今後の取り組み
  ・「あおぞら市」の開催数を増やし、大馬木・小馬木で交互に開催する　
  ・馬木お助け隊（仮）を結成し、高齢者生活支援を行う　 など

●空き家の軒数や場所など現状を把握するためフィールドワークを実施。
●世代間交流としておにぎり作り体験を実施。
●サツマイモの植え付け、収穫、販売まで行う農地活用イベントを実施。
●三成地区で高齢者・交通弱者の移動手段確保のため10～11月に週2回、
加藤医院、奥出雲行院、サンクスを回るルートで「お試し乗合便」を運行。

今後の取り組み
  ・高尾地区でのお試し乗合便運行の実施　
  ・子どもと大人が対話するトークフォークダンスの実施　 など

亀
嵩
地
区

八
川
地
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三
沢
地
区

三
成
地
区

馬
木
地
区

鳥
上
地
区

令和もやります！！
地域づくりアクション発表会Ｒ２「たたら製鉄に由来する奥出雲の資源循環型農業」が日本農業遺産に認定されて１年が経ちました。

2月18日、奥出雲町農業遺産推進協議会が開催され、今後の取り組みについて協議され、農産品のブランド化
の推進や世界農業遺産の認定などをめざして取り組みをすすめることとなりました。

　鳥上むらくも会（鳥上地区老人クラブ）日向側支部が「島根県老人
クラブ連合会　活動大賞」、「全国老人クラブ連合会　活動賞」を
受賞し、1月23日、松江市で表彰式が行われ、石原芳弘日向側支部
長が出席されました。この賞は、地域の状況に応じた多様な活動に
取り組み、他の参考となる活動を先進的に行っているクラブに贈呈さ
れます。鳥上むらくも会では各支部ごとにサロン活動等に取り組み、
会員の健康づくり・仲間づくりに役立てておられます。日向側支部で
は、平成15年の結成以来16年間にわたり、毎月1回のサロン活動を開
催し、健康学習・相談と軽スポーツなどの活動を行っておられます。

鳥上むらくも会日向側支部　
「島根県老人クラブ連合会活動大賞」「全国老人クラブ連合会活動賞」受賞

　2月6日、「小さな親切」運動山陰本部から安定した歩行が可能な4
点杖が10本贈呈されました。この運動は、高齢者の方や体の不自由
な方の利便性や安全性の向上のため、公共施設で使用する品物を贈
呈し、利用してもらうことで、明るく住みよい郷土と人間性にあふれた
地域社会に寄与することを目的に取り組んでおられます。「小さな親
切」運動山陰本部実行委員の（株）島根富士通神門代表取締役社長
は「ふれあい、思いやりのある社会を作るため、少しでもお役に立て
れば嬉しい」と話されました。贈呈された杖は、役場両庁舎などに設
置されます。

【ふるさと教育】
横田高校「奥出雲
学」の授業で、高校1
年生が考案したシー
ルを農産品に貼りＰＲ
を試行的に実施

【情報発信】
①講演会による周知・啓発
持続可能な農業・農村を考え
るシンポジウム「語り部交流会
inしまね」を奥出雲町で開催

②新聞、雑誌掲載による周知

③パネル町内巡回展示
「日本農業遺産展」としてパ
ネル展示で紹介

④ポスターの作製・掲示
によるＰＲを実施

【農泊の取組がスタート】
町農泊推進協議会が主催する農泊研修会
に延べ108名が参加（計3回開催） 今後の主な取り組み（予定）

・世界農業遺産への認定申請活動　
・常設パネル展示等によるPR
・メディア等によるPR・情報発信
・ホームページによる情報発信
・農業遺産ロゴマークの選定と活用
・農業遺産シンポジウムの開催  など

「小さな親切」運動　杖を贈呈

平成31年2月15日
日本農業遺産に認定

認定を活かした取り組み

認定証交付式の様子

▲石原芳弘日向側支部会長（右）

▲（株）島根富士通
　神門代表取締役社長（右）

認定後の取り組み

幅広い世代での意見交換により
新しい視点での発見がありました

地域の資源を
再発見することができました

空き家を活用し、
世代間交流ができてよかった

集う場ができ、
新しい賑わいが生まれて嬉しい

美味しい野菜が
安く買えてよかった

高齢者ワークショップやゲームを行い、普段会えない人と交流できてよかった

便利なだけでなく、利用者同士の交流ができてよかった

お客様の感想お客様の感想 地元の方の感想地元の方の感想

地元の方の感想地元の方の感想

地元の方の感想地元の方の感想

地元の方の感想地元の方の感想

地元の方の感想地元の方の感想

利用者の感想利用者の感想
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がんばるぞー！！

えいえい、おー！！ 元気にいくゾ～

すてきなポーズでハイ、チーズ べんきょうがんばるゾ！

４が
つか
ら

　　
１ね
んせ
い

みんななかよし

三成幼児園三成幼児園

八川幼児園八川幼児園

横田幼児園横田幼児園

布勢幼児園布勢幼児園

亀嵩幼児園亀嵩幼児園

馬木幼児園馬木幼児園
阿井幼児園阿井幼児園

　4月からいよいよ小学1年生。

町内の幼児園で入学式を心待ちにしてい

る元気な子どもたちを紹介します。

もうすぐピカピカの

いくぞ～！　

三沢幼児園三沢幼児園
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　平成27年度に始まった「子ども・子育て支援制度」において、「教育・保育の質の向上策」や「保育人材の
確保策」等について「子ども・子育て支援事業計画」の策定が義務づけられました。これを受け、町民の代
表者や学識経験者からなる「奥出雲町子ども・子育て会議」を設置し、平成27年度から平成31年度までの5
年間を実施年度とした「奥出雲町子ども・子育て支援事業計画」が策定されています。この度、計画期間が終
了することから「第2期奥出雲町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、三島委員長から勝田町長へ答申書が手渡されました。
　答申書には、①出会いから結婚までを支援する「縁結び事業」
②妊産婦や乳幼児を支援する「子育て世代包括支援センターの開
設」③保護者の残業や急用等により、代わりに保育所の送迎や短
時間の預かりをする「ファミリーサポートセンターの開設」④特別
な配慮を必要とする児童への療育機能・居場所機能を備えた「放
課後デイサービスの開設」などの答申がありました。
　今後は、この事業計画をもとに、安心して子育てでき、幸せに暮
らせるまち奥出雲」を推進していきます。

　平日マイナンバーカードの受け取りに来庁することが難しい方は、休日交付窓口を開設しますので
ご利用ください。前日までの予約制となっております。受け取りを希望される方は、前日13：30までに
予約の電話を必ずお願いします。（当日予約不可） 
●実施日　※毎月１回、日曜日に実施します。時間は9：00～12：00です。 
　令和2年（4月26日、5月24日、6月28日、7月26日、8月23日、9月27日、10月25日、 
　11月15日、12月13日）令和3年（1月24日、2月14日、3月14日） 
●交付場所及び予約先　町民課　　有線　31-5103　電話　54-2510 
●必要書類 
　①交付通知書（ハガキ）　　　　　　　　　　②通知カード 
　③住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）　　④認印
　⑤本人確認書類 
　　　１点で確認できるもの（官公庁が発行したもので、顔写真付きのもの） 
　　　　運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳等 
　　　２点必要なもの 
　　　　健康保険証、介護保険者証、年金手帳、年金証書等

　出雲三成駅、出雲横田駅では、ＪＲ西日本米子支社の決定により、令和2年3月31日をもち、「トクトクきっぷ」
（各種往復割引きっぷ）の取次を終了させていただきます。
　今後のご購入は、「ＪＲ西日本ネット予約」（ｅ５４８９）、または「みどりの窓口」（ＪＲ木次駅など）でお願
いします。
　また、令和2年4月1日（水）より、営業時間を次のとおり変更します。
　営業日であっても、都合により休業、または営業時間を短縮する場合がありますのでご了承ください。

　両駅では「トクトクきっぷ」以外の、「普通乗車券（定期乗車券含む）」、「特急券」、トロッコ列車などの
「指定席券」、学校関係の「団体乗車券」などについては、引き続きご購入できます。
　今後ともＪＲ木次線の利用促進にご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
【お問い合わせ】地域づくり推進課　有線：31-5262　電話：54-2524

※休憩時間は窓口を一時閉鎖します。

出雲三成駅

出雲横田駅

～3/31　
　　4/1～
～3/31　
　　4/1～

月～日（祝日含む）

月～日（祝日含む）

7:00～16:00

7:00～17:00
7:00～16:00

11:00～11:45、及び14:00～14:15

11:30～12:30

駅名 期間 営業日（ただし不定期に休業する場合あり） 営業時間 ※休憩時間

▲奥出雲町子ども・子育て会議　三島委員長（右）

い い ご よ や く

　第２期奥出雲町子ども・子育て支援事業計画を答申

マイナンバーカードの休日交付窓口を開設します 

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

ＪＲ木次線　出雲三成駅、出雲横田駅からのお知らせ
３／３１（火）まで トクトクきっぷの取次を終了
４／ １ （水）より 両駅の営業時間を変更
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令和２年４月から水道・下水道料金が改定となります令和２年４月から水道・下水道料金が改定となります
　奥出雲町水道事業給水条例及び下水道（公共下水道・農業集落排水・合併処理浄化槽）使用料
に関する条例改正案が１２月定例議会において可決され、これにより令和２年４月使用分（令和２年５月
請求分）から各種料金が下記のとおり改定となります。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

※使用料金計算例（メーター口径20mm）
一般家庭で１ヶ月に20㎥ご使用された場合
{ 1,349円 ＋ （20㎥－8㎥） × 177円 }＋ 105円
＝ 3,578円　（10円未満の端数は切り捨て）
3,570円を使用料金として翌月請求させて頂きます。

　※料金には、消費税が含まれています。
　※新料金については、令和２年４月使用分（令和２年５月請求分）から適用となります。
　※使用料の額は、10円未満の端数は切り捨てた額となります。

【お問い合せ】 水道課（水道）　有線：２０－４２８５／電話：５２－２６７６
　　　　　　 　　　　（下水道）有線：２０－４２８８／電話：５２－２６７６

【水道料金の計算方法】
（基本料金＋超過料金）＋メーター使用料

メーター口径

水　量
料　金種　別

一般用

営業用

公共用
臨時用

8 ㎥

15 ㎥

10 ㎥
1 ㎥

1,226円

2,462円

2,787円
1,331円

1,349円

2,709円

3,066円
1,464円

168円

203円

225円
1,397円

177円

214円

237円
1,467円

一般家庭等
料理飲食店、理髪店、美容院、食品製造業、
民間病院、工業、諸団体用
町有施設、官公署
その他一時仮設給水

摘　　要
現行 新料金

1 ㎥ 当 た り
現行 新料金

使　用　料
１３ ㎜
２０ ㎜
２５ ㎜
３０ ㎜
４０ ㎜
５０ ㎜
７５ ㎜
１００ ㎜

メーター使用料（現行料金から変更なし）

水道料金について

7 3 円
1 0 5 円
1 1 5 円
3 1 4 円
3 8 8 円

2 , 4 3 1 円
2 , 9 9 6 円
3 , 3 0 0 円

基　本　料　金 超 過 料 金

区　分

専用住宅

集会所等

１種

２種

３種
１種
２種
３種

1,729円

8,069円

4,611円

34,584円
23,056円
207,504円
69,168円
1,729円

1,816円

8,472円

4,842円

36,313円
24,208円
217,879円
72,626円
1,816円

１人当たり
576円

１人当たり
606円

住宅の用に供する建物
営業用排水を含む家庭で大量の雑排水を
排出する店舗等。ただし、店舗のみの場合
は基本料金とする。
1種、3種以外の雑排水を排出する店舗等。
ただし、店舗のみの場合は基本料金とする。
大型店舗、工場、ホテル等
学校、幼稚園、保育所、公民館等
病院
老人保健施設
自治会の集会所、公園、広場、神社等

摘　　要現行 新料金 現行 新料金

下水道料金について

事
業
所
等

公
共
施
設
等

基　本　料　金 加 算 額



　松江年金事務所では町民の皆様の利便性を図るため、島根社会保険労務士会の協力により、年金相
談を実施しています。来年度の相談日は次のとおりです。

　年金相談は予約制です。ご予約は仁多・横田ともに「前日（前営業日）」までにお願いします。ご予約の
際は年金手帳など基礎年金番号がわかるものをご準備ください。
　予約なしで来場されたお客様は相談をお受けできない場合がございますのでご注意ください。また、
予約時間を１０分以上経過しても来られない場合は他のお客様の相談を行う場合がございます。　
【ご予約・お問い合わせ】　松江年金事務所　電話：0852－23－9540
　　　　　　　　　　　　　音声案内が流れますので「１」の後に「２」を押してください。
　　　　　　　　　　　　　「奥出雲町（仁多・横田）での出張相談の予約」とお伝えください。

環境にもお財布にもやさしい生活にチャレンジ！！
ゴミ収集現場からのお願い！「今回は町内を回って収集する現場の声を皆さんへ届けます」
●プラスチックの分別にご注意ください。
　2019年4月からリサイクルマークのあるプラスチックを収集しています。
　リサイクルマークの無いプラスチック類は、燃えるごみに出して下さい。
●ペットボトルやビンは、中・外を洗って乾かして出してください。
●スプレー缶は、必ず穴を空けて出してください。爆発事故などが起こります。
●おもちゃの乾電池は抜いてください。乾電池は、最寄りの公民館でも回収しています。
●収集袋が汚れていることがあります。落ち葉を入れた後に使いまわすのはやめて下さい。
●ガラス片を出す人が、コメ袋に入れたり、ガラスが入っていると表示してくれる心づかいがありがたく思います。
　家庭でのキチンとした分別･心づかいが、資源の有効活用につなが
　ります。ご協力をお願いします。

○全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部の健康保険料率・介護保険料率ともに３月分（４月
　納付分）より引上げとなります。
　※任意継続被保険者の方は、４月分（４月納付分）からとなります。
○健康保険料率／１０・１５％　（令和元年度１０・１３％）
○介護保険料率／１・７９％　（令和元年度１・７３％）
◆「インセンティブ制度」により皆様の健診・保健指導・ジェネリック医薬品使用等の取り組み
　が保険料率引き下げにつながります。
　（問い合わせ先）全国健康保険協会島根支部　電話：０８５２―５９―５１４０

A.　以下の３つのことを心がけましょう。
　①　石けんやアルコール消毒液などによる手洗い
　②　高齢者や持病のある方は公共交通機関や人混みを避ける
　③　正しいマスクの着用を含む咳エチケット
　　★正しいマスクの着用
　　　鼻と口の両方を確実に覆う
　　★３つの咳エチケット
　　　・マスク（口・鼻を覆う）を着用する
　　　・マスクがない時は、ティッシュ・ハンカチで口・鼻を覆う
　　　・とっさの時は、袖で口・鼻を覆う。

A.　以下の場合には「帰国者・接触者相談センター」（雲南保健所）
　　に電話（０８５４－４７－７７７８）で相談しましょう。
　①　風邪の症状や３７．５度以上の熱が４日以上続く
　②　強いだるさや息苦しさがある
　　★重症化しやすい高齢者や基礎疾患がある方に加えて、念のため
　　　妊婦さんは、こうした状態が２日程度続いたら相談しましょう。
　　★症状がこの基準に満たない場合には、かかりつけ医や近隣の医療機関にご相談ください。
　　★一般的な相談は、雲南保健所（電話０８５４－４７－７７７７）に相談しましょう。

A.　電話での相談を踏まえて、感染の疑いがある場合には、必要に応じて、新型コロナウィルス感染
　　症患者の診察ができる「帰国者・接触者外来」を確実に受診できるよう調整します。

地球温暖化防止対策地域協議会・エコナイト
　（奥出雲町在住しまねエコライフサポーターの会）

～出張年金相談窓口の開設日について～～出張年金相談窓口の開設日について～

新型コロナウィルスQ&A新型コロナウィルスQ&A

2020年度カレンダー　　　　　　　　　  会場：奥出雲町役場仁多庁舎・横田庁舎
月
仁多
横田

４
17日
24日

予約相談開始時間　　10：00　～　14：45　（終了予定15：30）

５
 ８日
22日

６
 ５日
26日

７
 ３日
17日

８
14日
21日

９
11日
25日

10
16日
23日

11
 ６日
20日

12
18日
25日

１
15日
29日

２
12日
26日

３
12日
26日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　全国的に新型コロナウィルス感染が発生している状況となり、国から集団による感染の拡大を防止する
ことを目的に全ての公立小中学校に対し臨時休校するよう要請があり、奥出雲町の小中学校でも３月２日
（月）から臨時休校となりましたが、3月16日（月）から全ての町内小中学校で学校が再開しました。ただし、
状況によっては休校措置が継続されることもあります。

協会けんぽ島根支部の令和２年度保険料率

令和２年度　結婚・子育てコンシェルジュ
相談所開設日

令和２年度　結婚・子育てコンシェルジュ
相談所開設日

　〓相談できる内容〓
　・結婚に関すること　・出会いに関すること
　・妊娠・出産に関すること　・定住に関すること
　・子育てに関すること
★相談日 第３日曜日及び第４火曜日
 （８、９、10、２月は変更があります）
★相談時間 10：00～15：00
★場所 仁多･･･カルチャープラザ仁多
 横田･･･横田コミュニティセンター
　　　　　　　　（10月は、奥出雲町まち・ひと・しごと
　　　　　　　　センター奥サポで開設されます。）
★お問い合わせ 結婚・子育て応援課
 有線：20-4272　電話：52-2206

4/12(日)
　14(火)
5/10(日)
  12(火)
6/14(日)
  16(火)
7/12(日)
  14(火)
8/ 9 (日)
11(火)

9/13(日)
  15(火)

仁　多
仁　多
横　田
仁　多
仁　多
仁　多
横　田
仁　多
仁　多
仁　多
横　田
仁　多

10/11(日)
    13(火)
11/  8(日)
    10(火)
12/13(日)
     15(火)
1/10(日)
     12(火)
2/14(日)
     16(火)
  3/14(日)
     16(火)

仁　多
仁　多
横　田
仁　多
仁　多
仁　多
横　田
仁　多
仁　多
仁　多
横　田
仁　多

令和２年度　奥出雲はぴこ会
結婚相談所開設日

令和２年度　奥出雲はぴこ会
結婚相談所開設日

　しまね縁結びサポートセンターに登録し、縁結び
活動を行っている縁結びボランティア「島根はっぴ
ぃこーでぃねーたー」通称「はぴこ」による結婚相
談を下記の日程で開設します。
★相談日 第２日曜日及び第２または
 　　　　　　第３火曜日
★相談時間 日曜日･･･10：00～15：00
　　　　　　　　火曜日･･･13：30～15：30
★場所 仁多･･･社協仁多事務所
　　　　　　　　横田･･･雲州そろばん伝統産業会館
★お問い合わせ 奥出雲はぴこ代表　渡部
　　　　　　　　090 - 2 8 6 0ー2082

4/19(日)
28(火)

5/17(日)
26(火)

6/21(日)
23(火)

7/19(日)
28(火)

8/23(日)
25(火)

9/23(水)
27(日)

仁　多
横　田
横　田
仁　多
仁　多
横　田
横　田
仁　多
仁　多
横　田
仁　多
横　田

10/18(日)
27(火)

11/15(日)
24(火)

12/20(日)
22(火)

1/17(日)
26(火)

2/21(日)
24(火)

3/21(日)
23(火)

仁　多
横　田
横　田
仁　多
仁　多
横　田
横　田
仁　多
仁　多
横　田
横　田
仁　多

奥出雲町立小中学校の臨時休校について

Q１．感染予防のためにできることはなんですか？

Q2.感染したかも？と思ったらどうしたらいいですか？

Q3.最寄りの帰国者・接触者相談センターに相談するとどうなりますか？

より詳しくお知りになりたい方は　厚労省　コロナ　FAQ　 検索
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す
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〜
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の
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今
回
の
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次
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で
す
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国
民
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）

　

○
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○
上
水
道
使
用
料
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健
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着
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図
書
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書
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ー
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界
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室
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4
月
の
休
室
日
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曜
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、祝
日

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

海
上
保
安
官
募
集

《
海
上
保
安
官
採
用
試
験
》
（
来
春
採
用
）

♦
日
時　

一
次
試
験
は
6
月
7
日
（
日
）

♦
対
象　

大
学
卒
業（
見
込
含
）〜
30
歳
未
満

♦
申
込　

3
月
27
日（
金
）〜
4
月
8
日（
水
）

《
海
上
保
安
学
校
学
生
（
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）
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
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月
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）

♦
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一
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は
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）
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13
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経
過
し
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♦
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込　

3
月
27
日（
金
）〜
4
月
3
日（
金
）

♦
お
問
い
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わ
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境
海
上
保
安
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管
理
課

　

☎
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５
９
‐
４
２
‐
２
５
３
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♦
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l
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お
か
あ
さ
ん

★
作
者
の
日
常
生
活
を
詠
ん
だ
作
品

で
す
。

小さな掛金、大きな補償

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（令和2年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン日本興亜
大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）

※事故の日からその日を含めて180日以内の死亡、後遺障害、入院、手術、
通院が対象となります。
※上記に加え、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険も付帯されています。

この広告はスポーツ安全保険の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ
安全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約
書によりますが、ご不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保
険（株）までお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。
※インターネットからも加入受付をおこなっております。

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

全年齢

大人
（高校生
以上）

※特別支援学
校高等部の
生徒を含む 上記団体活動に加え、個人活動も対象

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

※スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

AW

A2

D

800円

1,450円

1,850円

1,200円

800円

11,000円

C
64歳以下

B
65歳以上

対象となる事故

保険期間

令和2年4月1日午前0時から
令和3年3月31日午後12時まで

補償内容は、加入区分によって異なります。
詳しくは、ホームページなどをご覧ください。

補償内容

加入区分

A1、C、A2区分
の場合

例

険
保
害
傷

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。

FAX0852-21-5388 0852-26-4733 電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日、12月29日から1月3日を除く。）

島根県支部
〈（公財）島根県体育協会内〉

〒690-0015 松江市上乃木10丁目4番2号
島根県立水泳プール内

死亡保険金：2,000万円
後遺障害保険金：3,000万円（最高額）
入院保険金：4,000円 /1日
通院保険金：1,500円 /1日（30日限度）

団体・グループ活動中の事故 / 往復中の事故

※A2区分で対象となる活動も補償されます。

※右記年齢の判断は、｢令和2年4月1日｣と｢掛金
の支払い手続きを行う日｣のいずれか遅い日の
年齢を基準とします。

2019年12月作成　19-TC05719

奥出雲学発表会奥出雲学発表会

令和元年度卒業式令和元年度卒業式

　２月２６日、奥出雲学発表会を行いました。１年生が、１
年間地域のメンターの皆様からサポートを受けながら、
奥出雲町の魅力と課題を調査してきた成果を発表しまし
た。発表を聴いた生徒は、感想や意見をメッセージカード
に書き、それを各チームに渡し、提案内容や発表の仕方
について生徒間で評
価しました。これが地
域活性化活動のゴー
ルではなく、ここから
新しいスタートを切っ
て欲しいものです。

　３月１日、卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナ
ウィルスの感染防止のため、規模を縮小しての実施とな
りましたが、無事に９０名の卒業生を送り出すことができ
ました。式後のホームルームでは、生徒が一人ひとり、３
年間共に過ごした友
だちや保護者・地域の
方・教職員へ感謝の言
葉を述べ、本校の卒業
生であることの誇りを
胸に、それぞれの進路
先での飛躍を誓いまし
た。

横田高校の活動をお知らせする
　　　　　　　　「よここうコーナー」

　樺太（サハリン）で生まれたアイヌ、ヤ
ヨマネクフ。開拓使たちに故郷を奪われ、
集団移住を強いられたのち、天然痘やコレ
ラの流行で妻や多くの友人たちを亡くした
彼は、やがて山辺安之助と名前を変え、ふ
たたび樺太に戻ることを志す。樺太の厳し
い風土やアイヌの風俗が鮮やかに描き出さ
れ、国家や民族、思想を超え、人と人が共
に生きる姿を描く。
　直木賞受賞作。
 （出版社紹介より記載）

『熱源』



ベジタブルクミンピラフ

米　　２合
玉ねぎ（みじん切り）１／２個
人　参（大きめのみじん切り）２㎝分
いんげん（小口切り）５本
サラダ油　大さじ２
クミンシード　小さじ１と１／２
塩　小さじ１／２

①米の水加減は２合分。※増減は必要なし
②フライパンにサラダ油を熱し、クミンシードが弾けるまで炒め、
　色がついて香りが出たら、切った野菜を入れる。
③塩を入れ、ひと混ぜしたら、米と合わせて炊く。

Ｐ5「カーナ・カザナの日」に提供されたピラフの作り方！

4 の行事予定月
出張年金相談（役場仁多庁舎）10：00～15：３０
古紙回収（横田、鳥上）
結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（カルチャープラザ仁多）１０：００～１５：００

物忘れ相談会（役場仁多庁舎）８：３０～１６：３０

７、８ヶ月児健診（R１年８月、９月生）
１０、１１ヶ月児健診（R１年５月、６月生）
出張年金相談（役場横田庁舎）10：00～15：３０
胃がん検診、腹部エコー検査
（馬木コミュニティセンター）
健康・栄養講座（役場横田庁舎）１４：００～１５：００
古紙回収（三成、亀嵩）

結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（横田コミュニティセンター）１０：００～１５：００
昭和の日　船通山カタクリ登山

古紙回収（八川、馬木）
春の環境美化活動
こころの健康相談日（役場仁多庁舎）１４：００～１５：００
春の全国交通安全運動～15日まで

１歳６ヶ月児健診（H３０年８月、９月生）

古紙回収（布勢、阿井、三沢）
奥出雲町健康づくり推進員会
結婚相談所「はぴこ」（社会福祉協議会仁多事務所）１０：００～１５：００
自治会長会
健康・栄養相談日（役場仁多庁舎）９：３０～１１：３０
結婚相談所「はぴこ」（社会福祉協議会 仁多事務所）
１３：30～１５：３０

歯と口の健康相談室（役場仁多庁舎）
１０：００～１２：００
オレンジカフェ（永生クリニック）１０：００～１２：００
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ane.jp ★表紙の写真は、三沢地区の方による「手作りひな人形」で「古民家オフィスみらいと」に飾られています。


